
月日(B峙）

経過（蠣B得）

達成目標

治療・薬剤
（点滴・内服）

リハビリ

処置

検葦

活動
安静度

食事

清潔

排泄

患者様及び
ご家族への説明

生活指導
リハピリ
栄養指導
服薬指導

心臓カテーテル検査 (3泊4 日・大腿穿刺）を受けられる患者さんへ
患者氏名 さん主治医名

／ 

入院 検査当日（検査前）

を・樟受董け
の
る必こと憂1 二性国を電寝で解きしる． 桟査 ・不安なく検蒼を受Itることが出来

、 る．

・検査を受ける準●ができる。

·胸部症状や動悸があれば纏告
できる．

・持参した内服薬を入院時に確認させていただきま すコ

・内服墓に変更がある場合は説 •主治医より内服薬の中
止

指示が

明します 。
ない場合は通常通り内服してくださ
し＼

• 中止畢

・医輝の指示のもと前日または
当8( ）時より点潰を 開
姑しますし

・検査着l＝着替え、 陰部を保謹する
・足の付け根1J)毛剃りを行い、 ガーゼをあてます，（消薔のため）

足の甲に印をつけま す｀’ ・入れ歯など、 外せるものは外して
ください勺

・血液検蒼・尿検査・胸部レント ・（ ）ストレッチャーで検査
ゲン ・ 心電国 室へ行きます 。

・嗣院内は自由です し （医師の指示によっては変更になることもありま
す）
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※・心銅烏食食l;t 
d ...` 

嘘·'i'-査fの滋嘔tif合のlこ名昼含·絶は食覇で絶す食． 、午複自宅で食ぺてきてくだ
さい
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・シャワ ー浴ができます • ~、 ‘93 l 

担当医名
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検蒼当日（検査中）

・合併症がなく検査がスムース
に終了する。

・検蒼終了まで仰向けの姿勢力i
縫持できる．
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・カテーテル検査は（ ． ）か
ら開始予定で すg

·( ル）鋼
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け隅根しま

からカ
Tー一丁一 す。

・検査室に入室後、 桟査台に仰
向けになり血圧計・心電図を装
着し． 点滴を行います。
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にしてください．

受け持ち看讀師名

検査当日（検蒼後）

・検蒼後の出血がないc

・体温． 脈拍 、 血圧． 呼殷数． 醒素の値に異常
がない。

・検査後の安静度を守ることができる。
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・内Jl!I薬の追加があれば説明を行います 。
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・帰室後も悶は継綬してありま す。
・問題なけ 終了次第、 点滴の

針を祖きま
す。

・帰室釜すぐ、 30分後、 1時間掛2時間後に体
温や血圧を測定Lます 。

・検蒼 のみの場合21:00まで心電図モニタ＿を
預竃します．
ステントを誓量し た場合掲室祗に心電図をと
り｀退院まで心電図モニターを装着します。

•砂のうを のせて固定した場合帰室3時間後（
）に砂 のうliJ
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のべでる．水こと分がをで多きの
に敢りましょうc

・入浴＂
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検査浚 退院

な
・カくT

安
• テル検査の計を頭したところに糞常が
”が解除される。

•出血がないc

・退院浚の生活について理解できる，

・退院後の生活に不安がない ，

・退院時に処方があればお渡ししま
す．

・午前中に医鰤が針を刺し
た
ところの消祗を

行います。

・退院前に心電図モニターを外します．

・医師による安静解餘後は病棟内を歩行でき
ます 。

・病院内は自由です。

•安静解除が済んでいれば起きて食事を食ペ
ることができます．

・シャワーi笞ができます。 ・シャワー浴ができます。

・核否当日に屎の冒をill·する ・尿 の管を留置します ＂ （希望されな ・検蒼中、 尿の管を留雲していな

•安n解瞼ますで．安揖井侵樗野餘はが墨済し込のみ1お便私望

の
を勺使を用担しきまますす．． 尿の胃を留董していない鳴合は犀器にい場合、 尿器で排尿します。尿

か柑該さてていただきます．（検 い
きま

場
す

合.は)尿器を検蒼室に持ってい意があれば暑ii師にお伝え下さ て介肋しま その汝はトイレにて揖泄できます．
蒼の為原則留量となります） Lヽ，

•主治医より治糧について鋭明羞入院診療計画書と治療の同意書 師~と会話ができま す。何か'あ‘―れ ・検査の結景について主治医より説明がありま
の提出をお願いします c ば動かず暑謹師にお伝え下さ す 。
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・
•看五藁射11“窮士がか

よ
リ日ら

入
茉参院養の生裕内活導ほ．が稟核あの云り譴にま認つすfい::．Illて（いね15

ま

時明すを～．行17い詩訂の間
．
） 六鼻． 

・退眠径の生活についてパンフレットを用いて設明を行います 。

・カテーテル検査中に伎用するパスタオルを1枚用意してください。
※おむつは病練でも準●できますので 、 看謹輝に伝えてください

注1 病名等は、 哀蛉点で零えられるものでありごう複核査等を追めていくに従って変わることがあります．
注2入院期間については現時点で予想される期間です．

・次回外呆お区があれば予約券をお渥
・必要時 ． 棄剤師からの薬剤指導があります。 しします．

•お預かりしている診察券をお返ししま
す ，
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